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[主張]　一兵卒の心構[footnoteRef:1] [1:  「心構」の表記は本文の一部で「心構へ」とされ、単行本『同胞に寄す』ではこちらに統一されている。] 


　聖 (せい)戰 (せん)第 (だい)四周 (しう)年 (ねん)、日本 (につぽん)は愈 (いよいよ)アジアの盟主 (めいしゆ)の地位 (ちい)を確立 (かくりつ)した。なんといふ大きな戰果 (せんくわ)であらう。しかし、アジア再 (さい)建 (けん)設 (せつ)の完 (くわん)成 (せい)までには、まだまだ遼遠 (えん)だ。蔣逆 (ぎゃく)の反抗 (はんこう)や、援 (えん)蔣敵性 (てきせい)国家 (こくか)の撃攘 (げきぜう)、太平洋 (たいへいよう)西 (せい)南 (なん)部 (ぶ)の鎭 (ちん)定 (てい)のためには軍 (ぐん)事 (じ)行 (こう)動 (どう)も、まだまだいくつかの大 (だい)規 (き)模 (ぼ)なるものがなくてはならず、妖 (よう)氣 (き)[を]一掃 (そう)した跡 (あと)に八紘一宇 (う)の新建設 (しんけんせつ)に移 (うつ)つてからが愈 (いよいよ)一億 (おく)一心 (しん)の持 (じ)久 (きう)戰 (せん)となることであらう。しかしなんと云 (い)つても、聖 (せい)戰 (せん)三年間 (かん)の戰 (せん)果 (くわ)[footnoteRef:2]は空 (くう)前 (ぜん)なるものであることに變 (かは)りはないのだ。 [2:  新聞では「聖 (せい)戰 (せん)三周 (しう)年間 (かん)の戰 (せん)果 (くわ)」と誤記されている。] 

　さて、聖戰 (せいせん)の業蹟 (げうせき)を顧 (かえり)みるに當 (あた)り、もつとも吾 (われ)々銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の胸 (むね)を搏つものは一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構である。そもそも戰爭 (せんそう)の勝敗 (せうはい)は、將 (しやう)兵 (へい)各 (かく)員 (いん)に於 (お)ける一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構にあるものだ。一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構は決して兵卒 (へいそつ)のみの心 (こころ)構を指 (さ)すものではない。上 (うえ)は總 (そう)司 (し)令 (れい)官 (くわん)より、兵卒 (へいそつ)に至 (いた)るまで、その地 (ち)位 (い)に幾 (いく)多 (た)の差 (さ)別 (べつ)はあつても、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に於 (お)いては一つなのである。軍人 (ぐんじん)精神 (せいしん)といふものは要 (よう)するに一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に外 (ほか)ならないものと思 (おも)ふ。
　しからば、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構とは何 (な)んであるか。それは命 (めい)ぜられたるポストに殉 (じゅん)ずる心 (こころ)構である。一旦 (たん)ある責務 (せきむ)を命 (めい)ぜられたからには、次 (つぎ)の命令 (めいれい)のあるまで、一歩 (ぽ)も引 (ひ)いてはならない。たじろいではならない。他 (た)念 (ねん)があつてはならない。それこそ一意 (い)專 (せん)心 (しん)、そのポストを守 (まも)り、そのために自己 (じこ)の最善 (さいぜん)を盡 (つく)して、そして死 (し)して後 (のち)に已 (や)むといふ精神 (せいしん)なのである。この精神 (せいしん)に、上 (じやう)下 (げ)大 (だい)小 (せう)の別 (べつ)があらう筈 (はず)がないではないか。この精 (せい)神 (しん)の強 (つよ)い軍 (ぐん)隊 (たい)は勝 (か)ち、弱 (よわ)い軍隊 (ぐんたい)は敗 (ま)けるに定まつてゐるのだ。
　ところが、この精神 (せいしん)は單 (たん)に軍隊 (ぐんたい)でばかり、基 (き)本 (ほん)になるものではない。現 (げん)代 (だい)國 (こく)家 (か)に於 (お)いては、戰 (せん)爭 (そう)と平 (へい)時 (じ)とを問 (と)はず、國 (こく)民 (みん)の一人 (り)一人 (り)に、この一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構が基 (き)本 (ほん)になるのだ。特 (とく)に國防體制 (こくぼうたいせい)の國 (こく)家 (か)、戰爭中 (せんそうちう)の國 (こく)家 (か)に於 (お)いて然 (しか)りである。
　われわれは今 (こん)次 (じ)の歐 (おう)洲 (しう)戰 (せん)爭 (そう)に於 (お)いて、盟邦 (めいほう)ドイツの國 (こく)民 (みん)が、その戰闘員 (せんとうゐん)たると銃後員 (じうごゐん)たるとを問 (と)はず、如何 (いか)にこの一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に燃 (も)えてゐるかを目撃 (もくげき)することが出來 (でき)た。しかしてその一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構が、彼 (かれ)等 (ら)の祖 (そ)國 (こく)に如 (い)何 (か)に輝 (かがや)かしい勝 (せう)利 (り)を齎 (もたら)したかを實證 (じつせう)することが出來 (でき)た。ドイツ國 (こく)民 (みん)の中 (なか)に日本 (につぽん)精神 (せいしん)に似 (に)たものを發見 (はつけん)した譯 (わけ)である。
飜 (ひるがえ)つてわれわれ自身 (じしん)を省 (かへり)みるとき、果 (はた)して忸 (じく)怩 (じ)たるところがないだらうか。過 (くわ)去 (こ)三年間 (ねんかん)わが將兵 (しやうへい)は實 (じつ)によく戰 (たたか)つて呉 (く)れた。將兵 (しやうへい)に關 (くわん)する限 (かぎ)り、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構に於 (お)いて申 (もうし)分 (ぶん)はないことを見 (み)たのであるが、われわれ銃 (じう)後 (ご)國 (こく)民 (みん)の奉 (ほう)公 (こう)振 (ぶり)には、まだまだ足 (た)りぬところがあるやうな氣 (き)がする。ことに半島人 (はんとうじん)に於 (お)いて、さうではあるまいか。一向 (かう)改 (あらた)まらぬ奢 (しや)侈 (し)に於 (お)いて、日常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)や社 (しや)交生 (せい)活 (くわつ)のだらしなさに於 (お)いて、闇取引 (やみとりひき)の横行 (わうこう)に於 (お)いて、節 (せつ)米 (まい)貯 (ちよ)蓄 (ちく)の不 (ふ)徹 (てつ)底 (てい)に於 (お)いて、われわれは一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)への足 (た)りなさを痛切 (つうせつ)に感 (かん)ずるのである。かくあることは傍 (ぼう)觀 (くわん)者 (しや)の心 (こころ)構 (がま)へ、無 (む)關 (くわん)心 (しん)者 (しや)の心 (こころ)構 (がま)へであつて、國 (こく)家 (か)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に於 (お)ける自 (じ)分 (ぶん)のポストを自 (じ)覺 (かく)した一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)へとは云 (い)はれない。如何 (いか)なる時 (とき)でも、さうなくてはならぬのであるが、特 (とく)に戰時體制 (せんじたいせい)の場合 (ばあい)に於 (お)いてはそれが軍 (ぐん)事 (じ)的 (てき)であれ、行 (ぎやう)政 (せい)的 (てき)であれ、はたまた自 (じ)治 (ち)的 (てき)であれ、すべてわれわれ國 (こく)民 (みん)に呼掛 (よびか)けられる國 (こく)家 (か)諸 (しよ)機 (き)關 (くわん)の命令 (めいれい)乃至 (ないし)希望 (きぼう)は絶對 (ぜつたい)的 (てき)でなければならない。國 (こく)民 (みん)の各員 (かくゐん)は、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構へでそれに應 (こた)へなければならない。一身 (しん)一家 (か)の利 (り)害 (がい)を念 (ねん)頭 (とう)に置 (お)くことを許 (ゆる)さない。直 (ただ)ちに命 (めい)ぜられたポストに就 (つ)いて、命 (めい)ぜられた責 (せき)務 (む)を果 (はた)さなければならない。しかしてそれは、死 (し)して後 (のち)已 (や)む底 (てい)のものなのである。
聖 (せい)戰 (せん)第 (だい)四周 (しう)年 (ねん)の初 (しよ)頭 (とう)に於 (お)いて、國 (こく)民 (みん)よ、一兵卒 (へいそつ)の心 (こころ)構 (がま)へを引 (ひき)締 (し)めよう。
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